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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

国
鉄
自
動
車
部
門
運
営
の
合
理
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
七
年
三
月
六
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
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一 
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提 
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者 
 

小 

沢 

貞 

孝 

 

一 

 



 

四
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
進
ん
で
い
な
い
。 

る
。 

一
八
三
と
さ
れ
て
い
る
。 

賃
値
上
げ
等
を
行
つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
赤
字
幅
は
減
少
せ
ず
、
逆
に
赤
字
増
加
の
傾
向
を
た
ど
つ
て
い 

ち
な
み
に
、
収
支
の
悪
い
営
業
所
を
例
示
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

国
鉄
全
体
の
経
営
内
容
の
悪
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
そ
の
間
色
々
と
内
部
を
合
理
化
し
、
外
部
的
に
は
運 

 

そ
れ
を
国
鉄
自
動
車
部
門
に
つ
い
て
み
る
と
、
従
業
員
約
九
千
五
百
人
を
擁
し
、
ワ
ン
マ
ン
化
率
は
い
ま
だ
七 

従
つ
て
百
四
十
四
の
全
路
線
中
、
黒
字
の
営
業
所
は
一
箇
所
で
、
他
は
全
部
赤
字
で
あ
り
収
支
係
数
の
平
均
は 

国
鉄
自
動
車
部
門
運
営
の
合
理
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

つ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
度
及
び
五
十
七
年
度
は
、
四
百
億
円
程
度
に
赤
字
が
増
え
る
も
の
と
見
通 

れ
、
昭
和
五
十
四
年
度
は
三
百
八
億
円
、
五
十
五
年
度
決
算
で
は
更
に
赤
字
が
増
え
て
、
三
百
三
十
九
億
円
と
な 

        
こ
れ
を
国
鉄
自
動
車
部
門
全
体
で
み
る
と
昭
和
五
十
三
年
度
の
損
益
は
、
二
百
七
十
三
億
円
の
赤
字
が
計
上
さ 

四 

 



 

 

五 

さ
れ
る
。 

国
鉄
経
営
全
体
か
ら
み
て
も
国
鉄
自
動
車
部
門
の
運
営
を
合
理
化
し
、
赤
字
を
減
ら
す
こ
と
は
、
緊
急
必
要
事 

と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
は
、
臨
時
行
政
調
査
会
の
答
申
を
待
つ
ま
で
も
な
く
自
ら
経
営
合
理
化
の
一
環
と
し
て
対
処
す
べ
き
も
の 

と
考
え
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

国
鉄
自
動
車
部
門
を
独
立
さ
せ
て
民
営
化
す
る
か
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
採
用
等
に
よ
り
国
鉄
か
ら
切
り 

離
し
て
運
営
し
、
赤
字
の
縮
小
に
努
む
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

二 

収
支
係
数
の
悪
化
し
て
い
る
営
業
所
、
営
業
路
線
中
民
間
自
動
車
等
と
全
面
的
に
競
合
し
て
い
る
二
十
一
路 

線
（
一
、
八
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
及
び
一
部
競
合
し
て
い
る
百
十
二
路
線
（
四
、
八
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
民
間 

に
譲
渡
す
る
か
廃
止
す
る
か
し
て
、
経
営
の
合
理
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


